
は
、
別
に
野
務
の
命
荷
務
じ
、
関
税
そ
途
に
聞
出
し
て

そ
の
守
衛
の
任
を
従
く
さ
ず
し
て
川
崎
京
し
た
る
を
賀

め
、
一件
び
之
そ
入
治
せ
し
め
る
任
務
脅
椴
び
て
途
に

上
っ
た
が
、
什
七
日
間阻
山山a
の
海
部
に
あ
る
に
の
し
て

命
そ
停
へ
た
。
し
か
も
拘
務
は
、
附間山叩キ
一し
て
再
び

上
治
せ
し
め
る
如
き
は
、
年
社
気
鋭
の
川
出
取
が
到
底

背
ぜ
ざ
る
田
山
な
る
べ
く
、
叉
似
令
弧
ひ
て
之
を
鎚
さ

し
む
る
も
、
滞
の
而
伺
を
維
持
す
る
お
に
何
等
の
効

果
な
き
を
以
て
、
開園山
my
に
諒
恨
を
命
じ
て
同
に
就
〈

を
曲
川
し
、
従
隠
の
全
斑
に
あ
る
者
そ
自
u
A

せ
し
め
て

資
任
を
口
は
し
め
.
然
る
後
自
ら
江
戸
に
赴
き
て
抑

制
叫
す
べ
し
と
な
し
、
真
に
前
川
土
佐
守
直
信
・
不
被

彦
三
錦
叫
闘
を
む
は
し
て
命
を
併
へ
し
め
た
。
是
を
以

て
二
人
は
λ
月
八
日
三
時
抽
出
に
泊
し
て
閥
単
に
報
じ
、

九
日
別
に
内
閣
目
を
家
老
松
平
大
成
に
縁
し
た
が
、
十

一
日
大
武
は
限
棋
の
夜
肌
(
を
沿
っ
た
後
、
阪
宿
疋
行

院
に
隠
っ
て
白
川A
し
た
。
十
八
日
健
常
郎
滞
し
て
金

谷
御
殿
に
闘
刊
し
、
川
し
て
附
中
山
田
に
関
係
し
た
諦
士

の
刑
は
，1
月
十
λ
日
以
後
に
賀
告
せ
ら
れ
た
。
そ
の

主
な
る
も
の
は
不
験
日
太
郎
・
千
枚
附
之
助
・大
師
却
水

仲
三
郎
・背
木
新
三
郎
(
以
上
切
版
〉
、
大
野
木
孤
山
間
・

期
間
郎
左
術
門・

久
桜
山
明
兵
衛
〈
以
上
椛
刑
〉
、
前
凶

惣
助
〈
生
胸
)
、
小
川
幸
三
(
例
v
M
〉
、
野
口
斧
苦
ハ
永

問
主
人
預
入
獄
〉
、
お
木
守
衛
技
師
日
屋
佐
平
・
駒
升

路
陀
・谷
村
百
円
以
上
永
串
可

制
問
文
平
・附
野
利
兵

衛〈
以
上
凶
門
)
、
石
銭
安
=
一
郎
・凶
野
外
泊
四
郎

(
U

上
公
郁
説
内
銃
剣
〉
、行
山
脱
左
衛
門
・揃
陪
除
一
(
以

上
沼
議
〉
等
で
あ
っ
た。

ゲ
ン
ジ
モ
ノ
ガ
h
F
リ
ヲ
ン
カ
イ

源
氏
物
穏
訓
解

入
加
。
官
民
仰
が
前
川
綱
紀
の
命
に
よ
っ
て
お
し
た

も
の
で
あ
る
。

ゲ
ン
シ
ユ
ウ

海
天
玄
祭
。

ゲ
ン
ジ
ユ
ウ
イ
ン
幻
佳
院

加
賀
山
師
全
第
五
代

前
川
綱
紀
の
子
利
泊
の
法
獄
。
詳

L
く
は
幻
住
院
一

招
待
光
積
子
。

ケ
ン
ジ
ユ
ジ
献
珠
寺

金
滞
下
百
々
女
木
町
に

在
っ
て
、
も
と
金
問
山
、
後
資
総
山
と
蹴

L
た
。
一
測

谷
信
政
守
守
孝
の
室
は
中
川
武
厳
守
光
震
の
女
で
、

後
に
献
鎌
院
と
抑
制

L
た
。
献
珠
院
の
母
は
前

m利
家

の
女
新
制
で
あ
っ
た
か
ら
、
利
治
は
化
粧
凶
四
百
石

そ
奥
へ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
献
社
悼
院
奴
後
そ
の
女
に

L
て
紡
山
式
部
長
治
の
室
で
あ
っ
た
海
元
院
に
鋭
ら

し
め
た
。
依
っ
て
殴
安
四
年
海
元
院
は
母
の
郎
依
償

法
山
そ
恥
じ
て
一

寺
を
建
放
し
た
の
が
猷
珠
寺
で
、

臨
榔
宗
妙
心
静
抵
で
あ
っ
た
。
寛
文
七
年

越
山
寂

L
、
月
岐
が肝口
山
L
て山
田
制
宗
に
改
め
、
月
桜
の
天

徳
院
に
移
住

L
て
後
無
位
に
な
っ
た
が
、
制制
那
州
制
山

氏
従
は
俗
文
十
二
年
・明
仰
向川却
を
mM
じ
、
明
法
山
と

判明

L
、
前
哉
の
叫
に
退
院
の
後
元
政
米
年
妙
心
寺
の

昨日
山
来
っ
て
刊
輿

L
、
刊
，
ひ
臨
梼
宗
に
復
し
た
。
紋

に
献
珠
寺
で
は
市
山
そ
第
二
代
と
し
て
‘
月
被
・官M

J

誌
は
側
代
に
入
れ
な
い
。

ゲ
ン
ジ
ユ
ン
玄
惇

i
シ
ン
ケ
ゲ
ソ
ジ
ユ

ン

良
化
玄
作
。

ケ
ン
ジ
ヨ
ウ

見
定

石
川
榔
阿
川
庄
に
凪
す
る

郎町問。ゲ
ン
シ
ョ
ウ

源
照
」
チ

Y
ザ

y
ゲ
Y

シ
ョ
ウ

珍
山
税
問。

ケ
ン
シ
ョ
ウ
イ
ン

間
関
照
院
大
型
一寺閉山
中
ハ
第
五

代
前
川
利
治
の
法
蹴
。
詳
し
〈
は
期
間
院
徹
館
中
世
心

大
町
士
。

ケ
ン
シ
ョ
ウ
イ
ン

頴
雲
院

石
川
都
民
附
に
在

っ
て
、
真
言
宗
に
邸
し
た
。
山
鋭
は
随
悶
山
。
一
時

胤悶絶
し
た
の
世
、
抱
永
十
二
年
再
興
し
た
と
い
ふ
。

詰
寺
は
民
間
山
王
耐
の
則
訟
で
あ
っ
た
が
、
明
治
元

L
め
ん
と
し
た
が
、
組
径
は
之
を
訴
し
た
。
笛
時
加

賀
務
の
兵
は
堺
町
御
門
に
在
っ
た
が
、
サ
八
日
軍
ね

て
伏
見
出
兵
の
令
を
得
た
る
も
従
は
な
か
っ
た
。
議

し
務
府
は
同
組
相
封
符
せ
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る。(四
)殴
堺
の
退
京

l
是
よ
り
先
長
滞
は
そ
の
日
間
ふ
既

貯
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
将
に
兵
青
動
か
さ
ん
と
し

た
に
、
裂
が
不
破
白
太
郎
・
大
野
木
仲
三
郎
等
も
之

を
貸
し
、
因
幡
・針
一山南
商
務
と
共
に
腕
限
・合
禄
・翁

名
を
狭
間
閉
せ
ん
こ
と
を
謀
。
、
且
つ
長
田
附
が
若
し

m

肌
(
を
動
座
せ
し
め
る
こ
と
あ
ら
ば
、
之
を
加
賀
滞
領

近
江
今
油
開
に
迎
へ
務
る
こ
と
を
約
し
た
。
し
か
も
老

庖
奥
村
策
沼
の
如
き
は
、
鹿
取
が
長
閉
山
の
お
に
周
旋

す
る
こ
と
阪
に
慌
く
せ
る
青
以
て
‘
今
は
断
然
之
と

給
っ
て
、
籾
命
を
調
。
じ
閉
山
間
併
の
任
を
致
す
を
可
な
り

と
し
、
指
搬
を
在
滞
の
賢
明
暗
に
紛
う
た
。
是
を
以
て

桜
町
引
は
結
府
に
鮮
へ
て
、
長
拙
山
の
求
む
る
問
問
数
件
の

巾
そ
の

一
を
許
し
て

彼
が

面
目
を
保
た
し
め
ん
と

し
、

一
一
間
長
滞
に
勧
め
て
羽
田
自
に
従
ひ
兵
を
附
加
す
べ

き
こ
と
を
忠
告
し
た
が
共
に
成
ら
ず
、
七
且
十
七
日

朝
銭
設
に
長
時
附
摂
銭
の
命
中
」下
し
た
の
で
、
長
時
附は

十
九
日
銚
践
者
側
を
廓
清
す
る
を
名
と

L
.
活
ん
で

築山
酬
を
佼

L
た
。
阪
堺
乃
ち
油
仲
間
玄
野
正
邦
に
代
っ

て
現
仰
の
安
を
務
候
せ
し
め
、
己
は
俣
病
滞
京
一
に
縫

へ
ず
と
の
居
軒
町
を
呈
出
し
た
る
ま
L
巳
刻
を
以
て
隠

附
の
迩
に
就
い
た
。

図
っ
て
由
民
泊
は
限
解
の
出
授
を

匙
仁
寺
に
送
り
、
直
に
禁
闘
に
赴
い
て
兵
を
部
出
荷
し

た
が
、
こ
の
時
は
阪
に
長
滞
兵
の
同
制
定
し
た
後
で
あ

っ
た
。

円
五
〉
邸
後
の
底
値

l
m
E
m
退
京
の
報
開
山
に
達
す
る

や
、
叶
二
日
野
抑
制
は
長
大
附
守
辿
恭
に
命
じ
、
上
洛

し
て
紫
辺
守
憾
の
任
に
話
ら
し
め
、
山
山
恭
は
即
夜
五

百
俗
人
を
率
ゐ
て
寂
し
た
o
此
の
日
航
山
外
記
臨
淑

ケ
ン

玄
緊

ー
カ
イ
テ
y
，ヶン

シ
ユ
ウ

年
一
師
側
混
荷
絞
止
の
後
復
飾
し
て
平
問
主
計

と
指

し
‘
例
像
は
之
札
町
民
間
政
生
寺
に
移
し
た
。

ゲ
ン
シ
ョ
ウ
イ
ン

源
性
院

金
津
八
坂
永
一耐
寺

の
塔
顕
で
あ
っ
た
o
殴
安
元
年
永
杭
寺
十
代
州
安
利

簡
の
弟
子
問
民
間
班
長
老
の
和
平
Y
で
あ
っ
た
が
、
明
治
六

年
無
制
無
伎
の
寺
院
燐
止
の
令
に
よ
っ
て
破
却
ゼ
ら

'IMI--』

O

t
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ケ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
堅
正
寺

金
保
野
町
に
在
っ
て
‘

民
宗
東
振
に
邸
す
る
。

ケ
ン
シ
ョ
ウ
ジ

顕
正
寺

金
探
卯
反
に
在
っ

て
、

前
回
日
山
と
続
し
、
天
台
宗
に
回
し
た
。
品
川
椛
齢
八
援

に
創
立
し
、
院
長
十
七
年
卯
反
西
養
寺
窃
内
に
特
約

し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
今
は
存
せ
ぬ
。

ケ
ン
シ
ョ
ウ
ジ

建
勝
寺

江
沼
榔
山
代
に
あ
っ

た
。
江
招
芯
稲
に
、
時間
勝
寺
の
同
開
制
は
こ
の
村
知
の

上
限
中
に
あ
る
と
記
す
る
。

ケ
ン
シ
ョ
ウ
ジ

建
聖
寺

能
安
部
小
訟
寺
間
に

あ
っ
て
、
野
山
川
宗
に
邸
す
る
。

山
刷
酬
は
組
問
問
山
。
石

川
都
大
束
寺
の
十
三
代
主
慾
祐
補
初
め
て
本
寺
中
一司

訓
村
に
即
日
て
a
h

隠
柄
し
た
が
、
天
正
四
年
窓
窓
一市
絞

L
‘
油
国
融
制
ぎ
、
八
年
村
上
級
勝
の
小
松
に
液
石
に

及
び
、
城
北
に
泌
L
て
そ
の
母
の
位
脚
腕
と
し
、
見

永
巾
前
出
利
治
小
松
械
に
人
っ
て
、
寺
地
を
収
め
今

の市山
に
湿
し
た
。

ゲ
ン
シ
ョ
ウ
ジ

源
正
寺

臥
王
制
佐
川
.に
在
っ

て
、
由
民
宗
東
涯
に
屈
す
る
。

ケ
ン
シ
ョ
ウ
ソ
ウ
ハ
ン

見
性
宗
彼

京

都
紫
山

臨
持
宗
大
徳
寺
の
住
持
。

ぷ
永
元
年
十
一
且
十
七
日

能
奨
郷
小
松
の
泥
町
に
生
ま
れ
、
幼
名
を
房
総
と

m

し
た
。
交
は
延
綜
寺
の
位
取
で
、
富
山
一
販
の
修
験
に

凪
L
、
師拙
大
例
都
泉
出
世
院
敬
穏
と
脱
し
た
が
、
明
治

維
新
の
際
制
胞
と
な
り
、
名
を
奥
国
友
之
地
と
改
め

た
。
宗
伎
は
幼
時
器
製
所
で
筏
籍
を
型
び
、
安
政
の

二
八
三


